文明開化 を もちこんで、 幾分で も 吉原を 明るく した か 

わりに 養家 はつぶ してし まった 人。 異之 助さん は 本邦 

最初の、 外国 火災保険 詐欺 を やった 男。 

秀 造さん は 眼から 鼻へ ぬける ような 才人だった とい 

う —— これ は 後に 大人が 言って るの を 聞いて いたの だ 

が、 吉 原の 積立金 (税金 だと もき いた) 使い込み 事件 

で 体が あぶない 時、 父に かくまわれ ていた。 

そのころ 私 は 赤ん坊で、 家 は 大火 事に 焼かれて 土蔵 

ひさし 

前に 庇 かけ をして いたと いうから、 明治 十三、 四 年の 

ころで もあった ろう。 ある 夜、 神 田 柳 原 河岸の 米屋、 

じい と うざ ん はんてん 

村 勝と いう 爺さんに つれられて、 唐 桟の絆 纏 を 着て 



ましが つてお 婆さんに なっても その 事ば かりい つてい 

きんらんで コップ 

た 女 も ある。 金 欄 手の 陶器の 高 脚で、 酒盛り をした も 

のと 見えて、 私の 家に も、 その 幾 個 かがき ていた。 

秀 造さん は 上野の (山 内の 寺院) のおち ごさんで 

びぼう 

美貌で 評判だった そうだ。 振袖 姿で 吉 原へ 通って、 吉 

原 雀と いう あだ 名だった。 鬼の 金兵衛 さんと よばれた 

ろうしゅ ほ 

楼 主の 娘お やすさん に 惚れられて 養子に なった。 この 

お父さんの 方の 金兵衛 さん は 大柄な 人で、 美男で おち 

ごさんの 婿に は 不服だった が、 よっぽど 娘が 可愛 かつ 

たものと 見えて 秀 造さん を 養子に した。 

ひと 

この、 おやす さんと いう 女 を、 私が 十一、 二に なつ 



りした。 公園 事務所 長 は 初代が 福 地桜痴 居士、 二 代 目 

が 若い 方の 金兵衛 さんだ ときいた。 

秀 造さん は 蔵の 二階に かくまわれ たの だ。 階下 は祖 

母の 住居に なって、 さしかけへ 赤ん坊の 私と 両親が い 

たわけ だ。 そんなと ころへ よく 逃げ こんだ もの だが、 

おんみつ 

隠密が くると (隠密と は スパイ)、 父 はわ ざと 蔵の 階下 

へ 通して 話 をす るので 他の 者が ハ ラ ハラした という。 

この 裁判 は 勝訴に なった の だそう だ。 そんなば かな 話 

は は 

も あるまい が、 私の 老母 は うろ覚えで こんな 事 をい つ 

ている。 

裁判官が 代言人の 父に 「では、 それだけの 金 を どう 



この 自由 廃業との ことにつ いて 耳に とめて おいたらば、 

もす こし 報告 的な ことが 書け たで あろうに —— - 

ともあれ 金兵衛 さんの 生活 は 豪華だった ものに 違い 

ふるぎ ちゅうはば 

ない。 私が もっている 古 裂れ に、 中 巾の 絹 縮みに 唐 

サ ラサ ひとまき 

人が 体操 をして いる 図柄の 更紗が ある。 それ を 一巻 

もって 来て、 私の 着物の 無垢に 仕 立た の も 金兵衛 さん 

の秀 造お じさんで ある。 六 代 目 菊 五郎の 幼時に も、 横 

浜から おなじ 柄の 着物 を もらった というので、 いつ ぞ 

きれじ 

や 裂地 を くらべ て 見た が、 秀造 おじさんの 手に入れた 

ほか こうず 

のの 方が 上等品であった。 その他に、 好事な 手 だんす 

たけ やまちぎ 

だと か、 古い 竹屋町 裂れ でつくった 茶ぶ くさ 入れ だと 



かみな 大名 道具であった。 私の 父 はよ くいった。 他人 

の 泣き を悦 こぶ 不浄な 銭で 買った の だと。 —— - 

秀 造さん の 兄弟 は、 かなり 有名な 人た ちであった。 

ぬま もりかず 

沼 間 守 一とい う 刑法 学者、 銀行家の 須藤、 代言人の 高 

梨 哲四郎 —— この 人 は 長髪で 騎馬 へ 乗り 歩く ので 有名 

だった。 その 頃 の 代言人 ( 弁護士 ) は 長髪の 人が 多 かつ 

はくせき びぼう 

たが、 高 梨 は 白皙 〔# 「白皙」 は 底本で は 「白皙 匕 美貌、 

長髪が よく 似合った。 

清水 異之 助さん は、 秀 造さん の 妹 を 細君に して、 横 

浜で 外国 商館の 番頭と 通弁 を かねていた。 この 人 は 坂 



東し うか (今の 中村吉 右衛門の お父さん 歌 六の 弟の し 

うかで はない、 もう 一代 前の 有名な 役者) と、 品 川の 

土蔵 相模 という 妓楼の 娘との 仲に 出来た 子 だとい う。 

ある 日、 あんぼん たんの 家の 前に 近所の 人た ちが 

おもて 

立って いた。 その 人だかりの 中には、 日ごろ は 外な 

な いざ 

ど へ 出た こと もない 大 問屋の 内儀た ち も 交つ ている。 

私 はよ そから 帰つ て 来て、 なにごと だろうかと 思 つ た。 

それよりも 小さな 子供ら しい ことで、 自分 もみん なに 

交って、 自分の 家に なにが あるの かと 立って 見て いた 

(見物の 雰囲気が やわらかい ものであった のが、 子供 

にも 安心 させて いた ものであろう)。 



うす い も 

通弁さん も ニコ リと 笑った。 青い 顔に、 薄 芋が あって 

鼻が高い。 

見物た ち は きまり悪 くもなく、 しうか だの、 時 蔵 だ 

の、 我 童 だのと 取り 廻いて 騒いだ。 車が 曳き だせない 

ので、 通弁さん は 車の 上から、 

「あぶない、 あぶない ご 

なんて、 技巧的に、 やや 身 を 前屈みに して、 手 を 出 

して 制した。 そして 反身に なって 車 を 飛ばせた。 前 綱 

は 片手 をグ ルグル 振って、 見送られて いるので 得意に 

K けた。 

あんぼん たんが ポ カンと している と、 近所の 女た ち 
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